『古事記』雄略天皇の蜻蛉の物語と歌の意味　―「名に負はむと」の解釈を通して― by 金澤 和美 & Kazumi Kanazawa
　
一、はじめに
　『古事記』下巻、雄略天皇の条に、雄略天皇が吉野行幸で蜻蛉と関わったという物語と歌が記されている。天皇が吉野の阿岐豆野に行幸して狩をした時、御呉床に坐った天皇の腕を虻 噛んだが、すぐに蜻蛉が来てその虻を食い、飛んでいったという内容である。　この蜻蛉の物語に先立って、雄略天皇が吉野川のほとりで美しい
童女に会い、結婚 宮にお還りになった後、吉野に行幸し、琴を奏でて童女に舞を舞わせたという物語が られているが、こ 物語について、長野一雄氏は、童女は「水辺で神の来臨を待 て聖婚する巫女でもあり、同時に仙境吉野の仙女」であるとし、 「童女との結婚により、童女のもつ 段と強力な霊に感応した 天皇霊の蘇生を祈念す 鎮魂儀礼の 説話化したものではない
か
注
注
」
と指摘して
いる。また都倉義孝氏は、 「神女と通婚することのできる雄略 神
性を語るものであろう。吉野の地の国魂と王権の結びつきの始原譚にもなっている
注
注
」と述べている。この童女の物語は、聖なる女性と
の結婚により、雄略天皇がその女性の持つ呪力を身につけ、吉野の土地 持つ力と結びついたという事を語っていると考える事ができる。　
それに続くこの蜻蛉の物語と歌については、従来、注釈書などを
中心に、倭の国号起源と解され 歌 「阿岐豆野」 名起源を語る物語との間に、 意味的 矛盾が見られる事が指摘されてきた。それについては 後述するが、この歌が主に雄略天皇が自らに奉仕し手柄を立てた蜻蛉を称え、そ 蜻蛉 名を国号として持とうという意志をあらわし 歌であ と捉えられてきた為だと言える。　
この矛盾については、近年こ を解消する説が出されている。更
にこの歌は、用いら てい 句を検証し直す事によって、新たな捉え方が可能になると言える。
『古事記』雄略天皇の蜻蛉の物語と歌の意味
―「名に負はむと」の解釈を通して
 ―
金澤和美
－ 3－
　
本論文では、雄略天皇の歌に用いられている、問題となる句「名
に負はむと」の意味を捉え直し、その事を踏まえて、 『古事記』がこの蜻蛉の物語を通して語る雄略天皇のありようと、物語の意味について考察する。
二、歌の解釈―「名に負はむと」を中心に―
　
まず、物語の本文と歌を以下に挙げ、歌の言葉を解釈する。
即ち、阿岐豆野に幸して、御獦せし時に、天皇、御呉床 坐しき。爾くして、
、御腕を咋ひしに、即ち蜻蛉、来て、其の
を咋ひて飛びき。是に 御歌を作りき。其の歌 曰はく
み吉野の
　
小室が岳に
　
猪鹿伏すと
　
誰そ
　
大前に奏す
やす しし
　
我が大君の
　
猪鹿待つと
　
呉床に坐し
　
白栲
の
　
袖着そなふ
　
手腓に
　
掻き着き
　
その
を
　
蜻蛉早
咋ひ
　
斯くの如
　
名に負はむと
　
そらみつ
　
倭の国を
　
蜻
蛉島とふ美延斯怒能
　
袁牟漏賀多気爾
　
志斯布須登
　
多礼曾
　
意富
麻弊爾麻袁須
　
夜須美斯志
　
和賀淤富岐美能
　
斯志麻都登
　
阿具良爾伊麻志
　
斯漏多閉能
　
蘇弖岐蘇那布
　
多古牟良
爾
　
阿牟加岐都岐
　
曾能阿牟袁
　
阿岐豆波夜具比
　
加久能
碁登
　
那爾於波牟登
　
蘇良美都
　
夜麻登能久爾袁
　
阿岐豆
志麻登布
故、其の時より、其の野を号けて阿岐豆野と謂ふ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（ 『古事記』下巻）
　
歌は「み吉野の」で始まる。 「み」は「畏敬の念をもって物を指
すときや物をほめたたえていうときに用い
る
3
注
」
接頭語である。そ
の接頭語「み」 冠し 吉野については、 「吉野に『み』が付くのは、神聖な地であることによ
る
注
注
」
と指摘されており、 『萬葉集』で
も三十二首の例が見られるなど、 『古事記』をはじめとするさまざまな書物において聖 と捉えられている場所である。　
そのみ吉野の小室が岳に、猪や鹿がいると聞き、雄略天皇は自ら
を「やすみしし我が大君」と呼び、その地に赴い る。　
雄略天皇について、都倉義孝氏は「雄略は、仁徳 ともに王権の
近き代の威勢・めでたさを象徴する存在」であり、 「反近代的形象でありながら賛仰すべき偉大な古代的王
注
注
」として『古事記』に語ら
れていると指摘している。 荻原千鶴氏は、 「みずからを王者であると宣言する天皇」 「自称性をその本質とす
る
注
注
」
天皇である事を
指摘している。これらの傾向は『古事記』 顕著 。 『古事記』下巻の雄略天皇については、安康天皇条の多くをその即位前の記 （目弱王、黒日子王、白日子王 市辺之忍歯王の殺害）に費やし、即位後も若日下部王への求婚、引田部赤猪子の物語、吉野の童女及び蜻蛉の物語、葛城山の大猪及び葛城一言主大神 春日の袁杼比売への求婚、そ 豊楽で 三重 采女や大后、袁杼比売の歌を含む物語等、豊富かつ多彩な内容である。また 若日下部
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王への求婚では、求婚に出かけた雄略天皇が堅魚を上げて作られた家を発見し、 「奴や、己が家を天皇の御舎に似せて作れり」とその家を焼かせようとしたり 葛城山で自ら 行列と酷似した行列を見て「茲の倭国に、吾を除きて亦、王は無きに、今誰人ぞ如此て行く」と発言した例などがあり 天皇としての強い自称性を発揮している。その自称性は歌においても多くの自敬表現に表れていると言える。この歌でも「大前に奏す」 「やすみしし我が大君」 「胡床に坐し」等の表現を用いて、雄略天皇は自らが天皇である事を誇示している。　
そして歌は、その雄略天皇の手腓に噛み付いた虻を蜻蛉が素早く
咥えて飛び去ったと続く。すると雄略天皇は「かくの如
　
名に負は
むと
　
そらみつ
　
倭の国を
　
蜻蛉島とふ」と歌っている。
　
この「名に負はむと」について、古来多くの注釈書等で解釈が試
みられてきた。本居宣長は、 「那爾淤波牟登は、 名に將負とな 」 「五句の總ての意は、今蜻蛉が云々して、此倭國の名を己が名に負持てかくの如く朕に仕奉て功を立むとて 其為に豫て古より倭國を蜻蛉嶋とは云なりけりと詔ふなり
注
注
」と解釈し、それ以降この「名に負は
むと」について、 「名として持とうとして」 「名を（負い）持とうとして」 いう解釈が多 なされてき
た
注
注
。
そのいずれの説も、 「名に
負ふ」を「名を持 」 「名とし 持つ」 、そして「む」を意志の助動詞と捉えて、 「名を持とうと」 「名とし 持とうと」と訳している。　
なお、これらの説は、①蜻蛉が倭の国の名を自分の名として持と
うとして、このような事をしたと捉える説と
注
注
、②雄略天皇が蜻蛉の
行為に対して、その名を国名として持とうとしたと捉える
注1
注
説に分か
れる。しかし①説では、吉野において蜻蛉が自分の名 して持とうと雄略天皇に対 て行った行為に対し、この時既に定着していたと解釈できる「そらみつ倭の国を蜻蛉島とふ」という天皇の歌の言葉が意味の上で噛み合わない。また②説でも、雄略天皇がこの時吉野における蜻蛉の行為をもと 「そらみつ倭の国を蜻蛉島」と命名したという事になり、こ もまた、この時既に定着していた 解釈できる「そらみつ倭の国を蜻蛉島とふ」という天皇 歌の言葉 意味の上で噛み合わない。やはり、両説いずれも矛盾をきたしているという事が言える。　
更に、歌の後に地の文が「故、其の時より、其の野を号けて阿岐
豆野と謂ふ」と続く。この「阿岐豆野」は 吉野の地にある「秋津」という、 『萬葉集』の歌などにも詠まれている地名で
あ
注注
注
る
が、この
事につ ても、 地の文は阿岐豆野の地名起源を説いている 、雄略天皇の歌「そらみつ
　
倭の国を
　
蜻蛉島とふ」は倭の国名の起
源を語っている事になり、これも意味の上で噛み合わな と指摘されている。　
これらの矛盾に関して、たとえば尾崎暢殃氏は、 「歌詞では、従
来やまとの国を蜻蛉島と呼びなれて来たように歌っているのに、 『かれその時より、その野に名づけて阿岐豆野と ふ』という説明は、歌の内容とうちあわな 。これは、この歌を強いて雄略天皇 事蹟に結びつけて説いたためであ しかし、 結びつけたとはいっても、
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無計画に無意味に結びつけているわけではなく、この歌が雄略天皇に結びつけられねばならなかった理由のあることを考えねばならない
注注
注
」と指摘し、この歌を雄略天皇の事績に強いて結びつけたと推測
して る。また土橋寛氏は、 「 『蜻蛉野』の名の起源が、雄略天皇と蜻蛉の故事に由来するという説明。この故事を歌では『蜻蛉野』の起源とし、後文では『阿岐豆野』の起源とするのは、同じ物語の中にあるだけに不統一の感を抱かせるが、 の説明は、物語に歴史性を与え 方法と しばしば用いられるもので、同じ物語を二つの地名の起源とするようなこと も、さして違和感を感じなかったのかもしれない
注3
注
」とこの矛盾について説明している
注注
注
。しかし、いず
れにして 矛盾 解消に至っているとは言い難 。　
これらに対し、 新編日本古典文学全集『古事記』該当部分注では、
「名に負ふ」を「名にふさわしい」 、そして「む」を推量の助動詞として、 「このように蜻蛉島の名にふさわしいだろう 思って」と解釈し、 「蜻蛉が大君を守るのは、 『蜻蛉島』の名にふさわしいだろうと思っての意。 『名に負ふ』は、そ の
意
注注
注
」
と説明
している。　
このように「む」を推量の意味で捉えれば、右に挙げた新編日本
古典文学全集『古事記』が 「天皇は歌で そ 蜻蛉の功績をたたえ、倭の国が『蜻蛉島』と呼ばれ いる所以を納得する。以来、その野は 『阿岐豆野』 と呼ばれたという （中略） 『蜻蛉島とふ』 は、 『 （人々 ）蜻蛉島と言ふ』の意。大和国が一般的に『蜻蛉島』と呼ばれている
事実に対して、それがもっともであると納得する歌。蜻蛉が大君を守る大和国だから 『蜻蛉島』 いう名にふさわしい、の意。通説では、この歌を『蜻蛉島』という名の起源を語るものと解するが、それはあたらない」 「この話全体は『阿岐豆野』の地名起源譚になっている
注注
注
」と説明する通りの解釈が可能であり、矛盾無くこの物語と
歌を捉え 事が出来 。　
では、この説を踏まえて更に、 「名に負はむと」の意味を解釈し
たい。 「名」は名称の他 評判や名声をもあらわし、 『時代別国語大辞典上代編』では「名は 物の単なる名称ではなく、実体そのものと意識されていた
注注
注
」と説明されている。その「名」に、 格助詞「に」
と動詞「負ふ」が接続している
注注
注
。
　
この「名に負ふ」は、 『古事記』 『日本書紀』に用例を見る事はで
きないが、 『萬葉集』には用例が見られる。そ 中で、萬葉仮名表記により、確実に「名に負ふ」と訓読可能な七首を挙げ、どのような意味を持つ言葉であるかを分析する。　　　　
勢能山を越ゆる時に、阿閉皇女の作らす歌
　　
これやこの
　
大和にしては
　
我が恋ふる
　
紀路にありといふ
　
　　
名に負ふ（名二負）背の山
　　
（①三五）
　　
美濃国の多芸の行宮にして、大伴宿禰東人の作る歌一首
　　
古ゆ
　
人の言ひ来る
　
老人の
　
をつといふ水そ
　
名に負ふ（名
　　
尓負）滝の瀬（⑥一○三四）
 
 　　　
難波に経宿りて明日に還り来る時の歌一首
　
并せて短歌
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島山を
　
い行き巡れる
　
川沿ひの
　
岡辺の道ゆ
　
昨日こそ
　
我
　　
が越え来しか
　
一夜のみ
　
寝たりしからに
　
尾の上の
　
桜の花
　　
は
　
瀧の瀬ゆ
　
散らひて流る
　
君が見む
　
その日までには
　
山
　　
おろしの
　
風な吹きそと
　
うち越えて
　
名に負へる（名二負
　
　　
有）杜に
　
風祭せ （⑨一七五一）
　　
大島の鳴門を過ぎて再宿を経ぬる後に、追ひて作る歌二首
　　
これやこの
　
名に負ふ（名尓於布）鳴門の
　
渦潮に
　
玉藻刈る
　　
とふ
　
海人娘子ども（⑮三六三八）
　　
放逸せる鷹を思ひ、夢に見て感悦して作る歌一首
　
并せて
　　
短歌
　　
大君の
　
遠の朝廷そ
　
み雪降る
　
越と名に負へる（名尓於敝
　
　　
流）
　
天離る
　
鄙にしあれば
　
山高み
　
川とほしろし
　
野を広
　　
み
　
草こそ繁き
　
鮎走る
　
夏の盛りと
　
島つ鳥
　
鵜養が伴は
　
　　
行く川の
　
清き瀬ごとに
　
篝さし
　
なづさひ上る
　
露霜の
　
秋
　　
に至れば
　
野も多に
　
鳥すだけりと
　
ますらをの
　
伴誘ひて
　
　　
鷹はしも
　
あまたあれども
　
矢形尾の
　
我が大黒に
　
白塗の
　
　　
鈴取り付けて
　
朝狩に
　
五百つ鳥立て
　
夕狩に
　
千鳥踏み立て
　　
追ふごとに
　
許すことなく
　
手放ちも
　
をちもかやすき
　
こ
　　
れをおきて
　
またはありがたし
　
さ馴へる
　
鷹はなけむと
　
心
　　
には
　
思ひ誇りて
　
笑まひつつ
　
渡る間に
　
狂れたる
　
醜つ翁
　　
の
　
言だにも
　
我れには告げず
　
との曇り
　
雨の降る日を
　
鳥
　　
狩すと
　
名のみを告りて
　
三島野を
　
そがひに見つつ
　
二上の
　　　
山飛び越えて
　
雲隠り
　
翔り去にきと
　
帰り来て
　
しはぶれ
　　
告ぐれ
　
招くよしの
　
そこになければ
　
言ふすべの
　
たどきを
　　
知らに
　
心には
　
火さへ燃えつつ
　
思ひ恋ひ
　
息づき余り
　
け
　　
だしくも
　
逢ふことありやと
　
あしひきの
　
をてもこのもに
　
　　
鳥網張り
　
守部を据ゑて
　
ちはやぶる
　
神の社に
　
照る鏡
　
倭
　　
文に取り添へ
　
祈ひ祷みて
　
我が待つ時に
　
娘子らが
　
夢に告
　　
ぐらく
　
汝が恋ふる
　
その秀つ鷹は
　
松田江の
　
浜行き暮らし
　　
つなし捕る
　
氷見の江過ぎて
　
多祜の島
　
飛びたもとほり
　
　　
葦鴨の
　
すだく古江に
　
一昨日も
　
昨日もありつ
　
近くあらば
　　
今二日だみ
　
遠くあらば
　
七日のをちは
　
過ぎめやも
　
来な
　　
む我が背子
　
ねもころに
　
な恋ひそよとそ
　
いまに告げつる
　
　　
（⑰四○一一）
　　
族を喩す歌一首
　
并せて短歌
　　
ひさかたの
　
天の門開き
　
高千穂の
　
岳に天降りし
　
皇祖の
　
　　
神の御代より
　
はじ弓を
　
手握り持たし
　
真鹿児矢を
　
手挟み
　　
添へて
　
大久米の
　
ますら健男を
　
先に立て
　
靫取り負ほせ
　
　　
山川を
　
岩根さくみて
　
踏み通り
　
国求ぎしつつ
　
ちはやぶる
　　
神を言向け
　
まつろはぬ
　
人をも和し
　
掃き清め
　
仕へ奉り
　　
て
　
あきづ島
　
大和の国の
　
橿原の
　
畝傍の宮に
　
宮柱
　
太知
　　
り立 て
　
天の下
　
知らしめしける
　
天皇の
　
天の日継と
　
継
　　
ぎて来る
　
君の御代御代
　
隠さはぬ
　
明き心を
　
皇辺に
　
極め
　　
尽くし
　
仕へ来る
　
祖の職と
　
言立てて
　
授けたまへる
　
子
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孫の
　
いや継ぎ継ぎに
　
見る人の
　
語り次てて
　
聞く人の
　
鑑
　　
にせむを
　
あたらしき
　
清きその名そ
　
おぼろかに
　
心思ひて
　　
空言も
　
祖の名絶つな
　
大伴の
　
氏と名に負へる（名尓於敝
　　
流）
　
ますらをの伴（⑳四四六五）
　　
族を喩す歌一首
　
并せて短歌
　　
磯城島の
　
大和の国に
　
明らけき
　
名に負ふ（名尓於布）伴の
　　
緒
　
心努めよ（⑳四四六六）
　　
右、淡海真人三船の讒言に縁りて、出雲守大伴古慈斐
　　
宿禰、任を解かる。ここを以て家持この歌を作る。
まず巻一・三五番歌は「これやこの」という歌い出しで、大和において自分が恋い慕い、その名が大和にまで聞こえて た名高い紀国の背の山を歌って る。 『萬葉集』には背 山を詠んだ歌が十五首あるが、 「この歌ほど作者の感動をよく表わしているものはな
い
注注
注
」
と指摘されるように、作者が実際に背 山を見た事に対する強い感動を「名に負ふ 」と詠み、山を讃美している。次に巻六・一○三四番歌は養老 滝を詠んだ歌で 「古ゆ人の言ひ来る」と古から人々に言い伝えられてきた、老人 若返るという水の流 世名高い評判の滝 、作者が実際に目 前に見た感動を詠み、滝を讃美している。巻九・一七五一番は「君が見む
　
その日までには
　
山
下ろしの
　
風な吹きそ」と、風の神として名高い社（竜田大社）で
風祭りを ようと う歌である。風の神を祭る社として古より歴史のある竜田大社 さを讃美し、山下ろしの風が吹かない事を祈
る歌である。次の巻十五・三六三八番歌は、三五番歌同様「これやこの」という歌い出しで、鳴門の渦潮を音に聞こえた有名な景物として詠み、そこで玉藻を刈る海人娘子たち 讃美している。そして巻十七・四○一一番は大伴家持の歌で、 「大君の
　
遠の朝廷ぞ」大君
の都から離れた政庁で、 「越と名に負へる」越と呼ばれる、越という名を持つ地方である事から歌い始め、その越の国の自然景物へと歌い進めている。最後の巻二十・四四六五番と四四六六番は、大伴家持の「族を喩す歌」で、大伴氏の一族が代々の天皇に誠実な心捧げてお仕えしてきた「清きそ 名 を、疎かに思い、名を断つような事をしてはならないと、 「大伴の
　
氏と名に負へる
　
ますらを
の伴」と詠み、 「あたらしき、清き」氏 を持つ大伴の一族を諭している。四四六六番 短歌で、 「明らけき」大伴 名を持つの人びとに、怠りなく励む事を勧 ている。　
これらの例を見ると、 「名に負ふ」はその対象を「背の山」 「滝の
瀬」 「社」 「鳴門の渦潮」 「越」 大伴の氏」としており、伝統や歴史の古さ、 またその景物の持つ美しさ貴さ どにより 高名なその 「名」に相応する実体が伴っているという事を、多くは感動を伴って実感（または要求）し、讃美されるその名にふさわしくある、という意味に捉える事が出来る。また「名に負ふ」は前掲の例を見ると、 「名高い、高名な」と「名を持つ」 「名として 」のいずれの意味にも用いられている事が解るが 名を持つ」 意味を持つ大伴家持の歌の三例についても、世に名高くあり、それが定着している事を、
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「遠の朝廷」 の越や、 清く明らけき大伴の名という表現を用いて表し、讃美されるその名にふさわしくある事を確認する、または求める意図がこめら ていると言える。　
従って、雄略天皇の歌の「名に負ふ」も、倭の国の別名である蜻
蛉島の名を持つ蜻蛉という虫のその名に、天皇の腕に噛み付いた虻を素早く咥えて飛び去る 相応しい実体が伴っている事を実感した雄略天皇が、 蜻蛉を「 （なるほど）その名にふさわしいのだろう」と改めて確認し、蜻蛉 讃美した表現だと捉える事ができる。　
なお、これまでの説では、この歌の雄略天皇と蜻蛉の関係につい
て、 蜻蛉が「天皇に奉仕する」或いは 功績・手柄を立てる」といった解釈が多くなされ いる
が
注1
注
、
この解釈については、 『日本書紀』
における雄略天皇 吉野の蜻蛉の記事の中に、類似した雄略天皇御歌があり、その歌における蜻蛉に対する「昆虫も
　
大君にまつら
ふ」 という句を意識した解釈がなされた為ではないかと考えられ 。その物語と を引用すると、次の通りである（歌の一本部分は省略する） 。　　
秋八月の辛卯の朔にして戊申に、吉野宮に行幸す。
　　
庚戌に、河上の小野に幸す。虞人 命せて、獣を駈らしめ、躬
　　
ら射むと欲して待ちたまふ 、虻、疾く飛び来て、天皇の臂を
　　
噆ふ。是に蜻蛉 忽然に飛び来て 虻を囓ひて将ち去ぬ。天皇、
　　
厥の心有ることを嘉 たまひ、群臣 詔して曰はく、 「朕が為
　　
に、蜻蛉を讃めて歌賦せよ」と 。群臣能く敢へて賦者
　　
莫し。天皇、乃ち口号して曰はく、
　　
倭の
　
鳴武羅の岳に
　
鹿猪伏すと
　
誰かこの事
　
大前に奏
　　
す
　
大君は
　
そこを聞かして
　
玉纏の
　
胡床に立たし
　
倭
　　
文纏の
　
胡床に立たし
　
鹿猪待つと
　
我がいませば
　
さ猪
　　
待つと
　
我が立たせば
　
手腓に
　
虻かきつきつ
　
その虻を
　　
蜻蛉はや齧ひ
　
昆虫も
　
大君にまつらふ
　
汝が形は置か
　　
む
　
蜻蛉島倭
　　
とのたまふ。因りて蜻蛉を讃めて、 此の地を名けて蜻蛉野とす。
　　
（ 『日本書紀』巻第十四・雄略天皇四年八月）
このように、 『日本書紀』の雄略天皇の歌では「昆虫も
　
大君にま
つらふ
　
汝が形は置かむ」と歌われており、蜻蛉も天皇に付き従い
奉仕する、そしてその功績ゆえに蜻蛉の形見を残そう、という解釈が可能であ 。また地の文においても、蜻蛉の行為に「天皇、厥の心有ることを嘉した ひ、群臣 詔し 曰はく、 『朕が為に、蜻蛉を讃めて歌賦せよ』とのたまふ」 「因りて蜻蛉を讃めて、此 地を名けて蜻蛉野とす」等、天皇に奉仕し、 を立 た を称える意図を強く読み取る事ができる。　
しかし、このような句は『古事記』の歌には見られない。 「昆虫
も
　
大君にまつらふ
　
汝が形は置かむ」ではなく、 「名に負はむと」
と歌われている事を、 『古事記』における雄略天皇の意図とし 捉えなければならないのではないだろうか。　
なお、この蜻蛉の物語のように、雄略天皇が歌において自らと関
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わった存在に対する讃美を歌ったと考えられる例としては、 『古事記』のこの物語の次に続く、榛の木の物語と歌の例を挙げる事ができる。　　
又、一時に、天皇、葛城之山の上に登り幸しき。爾くして、大
　　
き猪、出でき。即ち天皇の鳴鏑を以て其の猪を射し時に、其の
　　
猪、怒りて うたき依り来たり。故、天皇、其のうた を畏み
　　
て、榛の上に登り坐し 。爾くして、歌ひて曰はく、
　　
やすみしし
　
我が大君の
　
遊ばしし
　
猪の
　
病み猪の
　
う
　　
たき畏み
　
我が逃げ登りし
　
在丘の
　
榛の木 枝（下巻）
この歌において、雄略天皇は葛城山の怒る大猪から自分を守った榛の木に神聖さや呪的な力を見出し、讃美したと考えられる。地の文の「榛」は、 『日本書紀』や『萬葉集』の用例を見ると、古代においては特別な神聖さや呪力を持つとは捉えられない樹木だが 葛城山の神たる大猪から救われた事に対し、雄略天皇は榛 木が、高く神聖な場所 「在丘 立つ木であり また神の霊力、 生命力を宿す 「枝」を持つ木であると歌う事によって、この榛の木に特別な神聖さや呪力を見出し、讃美し と考える
注注
注
。この歌も、自らに奉仕し、手柄を
立てた榛の木を称えるというよりも、この榛の木の神聖さ、呪力への讃美の意図が強いと考えられ 。　
また蜻蛉についても、当時、単なる昆虫ではなく、五穀豊穣をも
たらす「穀霊」と捉えられていた。蜻蛉は「特別な昆虫とされていたことが考えられ、おそらく稲穂の上を飛び交 ことから、豊穣
印として認識されていたのかも知れない
注注
注
」と指摘されるように、秋
に豊かな実りをもたらす稲の精霊と捉えられ、その稲の精霊が飛び交う「蜻蛉島」は、 「豊かな実りの国」と解釈する事ができる。この事から、雄略天皇に対する吉野で このできごとは 蜻蛉島 名を持つ穀霊たる による 天皇への祥瑞である 捉えて良いはないだろう 。　
以上の事から、この歌は、雄略天皇が自分に噛み付き害をなした
虻を蜻蛉が素早く咥えて飛び去った事 して、蜻蛉島 名を持つ蜻蛉にその名にふさわしい実体が伴 てい 事を実感し、蜻蛉への讃美の意味 込めて、 「このよ 、 （蜻蛉は）その（蜻蛉島という）名にふさわしいだろう、 という で、 （そらみつ）倭の国を『蜻蛉島』と言うのだ」と歌ったと解釈したい。そしてそれをもって、雄略天皇は蜻蛉による祥瑞の起きた吉野のこの土地を「阿岐豆野」と呼ぶ事にした 捉える事ができる。　
では、この『古事記』の蜻蛉の物語は、雄略天皇が吉野の地で穀
霊たる蜻蛉の祥瑞を受け、その名にふさわしい事を実感し讃美した歌を歌ったと語る事で、何をあらわして る 言えるのこの事について、こ が吉野で起きたと う事と併せて、次に考察したい。
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三、吉野の地における雄略天皇と物語の意味
　
この雄略天皇の蜻蛉の物語と歌は、 吉野を舞台としている。まず、
吉野という土地は『古事記』においてどのような場所としてあらわされているかを確認する。　
吉野は最初に、 上巻の序の二箇所に登場する。神武天皇の事績で、
「大き烏吉野に導きまつりき」とあり、神倭伊波礼毘古命が八咫烏に導かれて倭入りのために通り過ぎた地がこの吉野であると記されている。また、天武天皇が出家して吉野に身を寄せた事が、 「南の山に蟬のごとく蛻けましき」と記され いる。　
次に中巻の神武天皇の条に「其の八咫烏の後より幸行せば、吉野
河の河尻に到りし時に」とある。そ 八咫烏に先導された神倭伊波礼毘古命が吉野川を行く 、国つ神「贄持之子」 「井氷鹿」 「石押分之子」に会う。石押分之子は「吉野の国巣が祖」であり、この吉野の国巣は次 応神天皇の条に登場する。彼等は応神天皇の御子大雀命（仁徳天皇）の太刀を讃美する歌を歌い、橿の木の臼で酒を醸造し献上している。そして下巻の雄略天皇の条に 童女の物語 蜻蛉の物語の舞台として登場 いる。　
これらの事から、 『古事記』における吉野は、天武天皇の壬申の
乱の原動力となった土地であり、 八咫烏が神倭伊波礼毘古命を導き、倭での即位へと行き着いた土地であり、そして中巻と下巻 中心をなす応神天皇、仁徳天皇と関わった土地である。吉野は、 『古事記』
においてはいわば、その枢軸たる特別な天皇のみが関わった、極めて聖なる土地であるという事が言え 。　
この『古事記』における吉野の地について、長野一雄氏は、 「吉
野が神仙境であり、 賛美すべき特別な地であることについては、 『記』『紀』 『万葉集』 『懐風藻』等々を資料として、多くの意見があるし、瑞祥の地とみる理念が、七世紀の天武・持統朝、特に持統朝に高揚していることは、改め 説く必要がな かも知れない」と述べ、雄略天皇について「七 八世紀の朝廷人に、古代の天皇として鑑となるような、強力な存在 思われ いたのでは いだろうか。また雄略記の吉野に合わせ ように記すと、このように鑑となる天皇が瑞祥をていした強力な天皇としてあり、そうした天皇 力の付与される源泉が吉野にあったと う事を、 『古事記』の編者 語ろうとしてい のではな だろうか。雄略記の吉野は ような『古事記』の編者の意図 活かす話と 編まれていると考えられる
注3
注
」と
指摘している。こ 指摘のように、七世紀の天武天皇・持統天皇時代における吉野が極めて重要な土地であった事は、 『古事記』にてらして言えば、上巻の序に吉野と天武天皇との関わりが述べられている事からもうかがう事 出来る。　『古事記』はその天武天皇の条を持たないにもかかわらず、上巻の序に吉野と天武天皇との関わりを述べており、吉野という土地を強く意識していると言える。また先にも たように、吉野は神武天皇、応神天皇及び仁徳天皇、雄略天皇といった、 『古事記』の枢
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軸をなす天皇のみが関わった、聖地としても特別な、極めて聖なる地であると言える。　
雄略天皇は、その吉野の地に神武天皇以降唯一行幸した天皇であ
り、そして聖地吉野で、倭 国の別名、蜻蛉島の名を持つ穀霊たる蜻蛉による祥瑞を受け、 「そらみつ倭の国を とふ」と歌ったと語られてい 。この事は 『古事記』が雄略天皇を、吉野において神武天皇に匹敵する存在として扱い、更に、倭の国の別名を持つ穀霊による祥瑞を受けた、強力 神性を帯びた偉大な天皇として成り立たせてい と捉えられる。この蜻蛉の物語は そ ような雄略天皇の「そらみつ倭の国 蜻蛉島とふ」という歌による宣言によって、倭の国が「蜻蛉島」豊かな実りの国である事を改めて位置づけた物語として、 『古事記』 示されている 考える。
四、結び
　
以上、 『古事記』下巻、雄略天皇の蜻蛉の物語と歌について、歌
の「名に負はむと」の意味を捉え直 、 その事を踏まえ 『古事記』が蜻蛉の物語を通して語る雄略天皇のありようと、この物語の意味について考察した。　
雄略天皇の歌の「名に負はむ」は、歌の用例から、倭の国 別名
である蜻蛉島の名を持つ蜻蛉という虫 その名に、天皇の腕に噛み付いた虻を素早く咥えて飛び去る 相応しい実体が伴っている
事を実感した雄略天皇が、蜻蛉を「その名にふさわしいだろう」と改めて確認し、蜻蛉を讃美した表現だと捉えた。　
また、 『古事記』における吉野は、神武天皇、応神天皇及び仁徳
天皇といった、 『古事記』の枢軸をなす天皇のみが関わった、聖地としても特別な場所である。雄略天皇は、その吉野の地に神武天皇以降唯一行幸し、蜻蛉島の名を持つ穀霊たる蜻蛉による祥瑞を受けて「そらみつ倭の国を とふ」と歌ったと語られてい 。こ事は、 『古事記』が雄略天皇を、吉野において神武天皇に匹敵する存在とし 扱い、強力な神性 帯びた偉大な天皇として成り立たせており、そ この蜻蛉の物語は そのような天皇の「そらみつ倭の国を蜻蛉島 ふ」と う歌による宣言によって、倭の国が「蜻蛉島」豊かな実 の国である事を改め 位置づけた物語として『古事記』に表され いると考察した。　
なお、本論文においては、 『古事記』における雄略天皇の物語と
して、 『古事記』がこの物語を通して語る雄略天皇のありようと物語の意味について考察したが、論文中に挙げた『日本書紀』の雄略天皇の蜻蛉の物語との比較を詳細に行う事 、更に 古事記』独自の特徴を明らかにする事が可能になると言える。今後の課題としたい。
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【注】注１・長野一雄「雄略記の吉野」 （昭和六十一年度「古事記年報」
二十九／古事記学会）
注２・都倉義孝『古事記
　
古代王権の語りの仕組み』 （平成七年八
月／有精堂出版） （初出「仁徳と雄略そして顕宗・仁賢の物語―『古事記』下巻の構造をめぐって―」 「国語と国文学」第七巻十二号／平成五年十二月）
注３・ 『時代別国語大辞典上代編』 （昭和四十二年十二月／三省堂）注４・ 『古事記歌謡注釈』歌謡の理論から読み解く古代歌謡の全貌
（辰巳正明監修／平成二十六年三月／新典社）
注５・注２に同じ。注６・荻原千鶴「 『古事記』の雄略天皇像」 （ 「上代文学」第七十八
号／平成九年四月）
注７・ 『古事記傳』 （ 『本居宣長全集』第十二巻／昭和四十九年三月
／筑摩書房）
注８・ 「名に負はむと。名として持とうとして」 （武田祐吉『記紀歌
謡集全講』昭和三十一年五月／明治書院） 、 「このようなことがおこるのももっともであるように名をとって。アキヅが勲功をあらわすようなことのあるにふさわしい名をとろうとて」 （倉野憲司『古事記大成』昭和三十二年十月／平凡社） 、「蜻蛉という名を持とうとして」 「名として持とうとての意」
（相磯貞三『記紀歌謡全註解』昭和三十七年六月／有精堂出版） 、 「このようにして命名されようと」 「このようにその名を負い持とうとして」 （尾崎暢殃『古事記全講』昭和四十一年四月／加藤中道館） 、 「このような蜻蛉の功績を名に負おと」 （土橋寛『古代歌謡全注釈』古事記編／昭和四十七年一月／角川書店） 、 「このように蜻蛉まで大君に仕えまつることを、国名 して持とうと」 （山路平四郎『記紀歌謡評釈』昭和四十八年九月／東京堂出 お手柄のとんぼ（蜻蛉）を名につけようと」 （新潮日本古典集成『萬葉集』西宮一民／昭和五十四年六月／新潮社） 、 「お手柄 トンボを名につけようと」 （ 『古事記歌謡』講談社学術文庫五五九／大久保正／昭和五十六年七月／講談社） 、 「こうした蜻蛉の手柄を名 負おうと」 （西郷信綱『古事記注釈』第四巻／平成元年九月／平凡社）等、解釈されている。
注９・倉野憲司『古事記大成』 「アキヅが勲功をあらわすようなこ
とのあるにふさわしい名をとろうとて」 、尾崎暢殃『古事記全講』 「このよ に て命名されようと 「このようにその名を負い持 うとして」の各説。
注
注1・武田祐吉『記紀歌謡集全講』 「名に負はむと。名として持と
うとして」 、相磯貞三『記紀歌謡全註解』 「蜻蛉という名を持とうとして」 「名として持とうとての意である 、土橋寛『古代歌謡全注釈』古事記編「こ ような蜻蛉の功績を名に負お
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うと」 、山路平四郎『記紀歌謡評釈』 「このように蜻蛉まで大君に仕えまつることを、国名として持とうと」 、新潮日本古典集成 『萬葉集』 「お手柄のとんぼ （蜻蛉） を名につけようと」 、『古事記歌謡』 「手柄をたてた蜻蛉（トンボ）を名につけようとて」 、西郷信綱『古事記注釈』 「こうした蜻蛉の手柄負おうと の各説。
注
注注・ 『萬葉集』 「…山川の
　
清き河内と
　
御心を
　
吉野の国の
　
花
散らふ
　
秋津の野辺に
　
宮柱
　
太敷きませば…」 （①三六） 「万
代に
　
かくし知らさむ
　
み吉野の
　
秋津の宮は…」 （⑥九○
七） 「み吉野の
　
秋津の川の
　
万代に
　
絶ゆることなく
　
ま
たかへり見む」 （⑥九一一） 「やすみしし
　
我ご大君は
　
み吉
野の
　
秋津の小野の…」 （⑥九二六） 「み吉野の
　
秋津の小野
に
　
刈る草の
　
思ひ乱れて
　
寝る夜しぞ多き」 （⑫三○六五）
注
注注・ 『古事記全講』 （昭和四十一年四月／加藤中道館）
注
13・ 『古代歌謡全注釈 古事記編／昭和四十七年一月／角川書店）
注
注注・その他、武田祐吉氏『記紀歌謡集全講』 、倉野憲司氏『古事
記大成』 、山路平四郎氏『記紀歌謡評釈』 、 『古事記歌謡』 （講談社学術文庫五五九／大久保正） も同様の事を指摘している。
注
注注・新編日本古典文学全集『古事記』 （山口佳紀・神野志隆光／
平成九年六月／小学館）また『古事記歌謡簡注』でも、 「この【できごとの】ように、ふさわしい名だろうと【人々は】思い」 （佐佐木隆／平成二十二年十一月／おうふう）と解釈
している。
注
注注・注
注注に同じ。
注
注注・注３に同じ。
注
注注・この「名 負ふ」は、 「名を負ふ」とは別義とする説（新編
日本古典文学全集『古事記』該当部分注「名に負ふは、その名にふさわしいの意。名を負ふは別義で、名を持つの意」 ）がある。
注
注注・阿蘇瑞枝『萬葉集全歌講義』一（平成十八年三月／笠間書院）
注
注1・本居宣長『古事記傳』 「今蜻蛉が云々して、此倭国の名を己
が名に負持てかくの如く朕に仕へ奉りて功 立むとて」 次田潤『古事記新講』 「其の佳い名を己が名に持つ蜻蛉が、名に背かぬ功を立てたので 」 、武田祐吉『記紀歌謡集全講』「蜻蛉までも奉仕する意の歌」 、倉野憲司『古事記大成』 「トンボの功績ならびにその功をかく顕彰された故事」 、相磯貞三『記紀歌謡全註解』 「昔から大和国を『蜻蛉島』と呼ぶのは、斯様に蜻蛉が朕に功を立てたの よる だという御説明である」 、山路平四郎『記紀歌謡評釈』 「蜻蛉まで大君に仕え奉った故事をいい、それは天皇の御威勢のあらわれで、そのことを国号として持とうと、大和の国 蜻蛉島という」 、新潮日本古典集成『萬葉集』 「お手柄のとんぼを名につけ うとの意」 、新編日本古典文学全集 古事記』 「 『阿岐豆野』の地名起源譚の形をとりながら、虫にも奉仕される帝王 語る話で
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ある」等。
注
注注・拙稿「 『古事記』雄略天皇の「榛の木」の意味」 （ 「昭和女子
大学大学院日本文学紀要」第二十七集／平成二十八年三月）
注
注注・注４に同じ。
注
23・注１に同じ。
※本文引用は、 『古事記』 、 『日本書紀』 （二） 、 『萬葉集』 （一～四）共に、
新編日本古典文学全集（小学館）に依る。
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